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ＤＭＶ
（デュアル・モード・ビークル）
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南
阿
蘇
地
域
の
基
幹
交
通
を
担
う
南
阿
蘇
鉄

道
は
、
昭
和
61
年
に
旧
国
鉄
高
森
線
を
引
き
継

ぎ
、
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し
て
立
野
駅
〜
高
森

駅
間
（
17
・
７
㎞
）
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
自
家
用
車
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
が
年
々
減
少
し
過
去
５

年
間
で
10
％
以
上
も
減
少
。
経
常
赤
字
が
毎
年
度

続
い
て
お
り
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
熊
本
県
で
は
２
０
１
１
年
春
の
九
州
新

幹
線
全
線
開
通
を
見
据
え
た
「
新
幹
線
く
ま
も
と

創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
、
新
幹
線
駅
と
阿

蘇
地
域
を
結
ぶ
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
第
二
次

ア
ク
セ
ス
、
第
三
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実
が
課
題
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
道
路
と
線
路
を
自

在
に
走
行
で
き
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
Ｍ
Ｖ

（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
）」
に
着
目
。

昨
年
度
、
九
州
運
輸
局
と
熊
本
県
、
南
阿
蘇
鉄
道

と
出
資
者
の
高
森
町
、
南
阿
蘇
村
、
西
原
村
、
山

都
町
、
大
津
町
な
ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
導
入
に
向
け
た
具
体
的
な
運
行
ル
ー
ト
や
技

南
阿
蘇
鉄
道
の

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ術

的
な
課
題
な
ど
探
り
ま
し
た
。

ＤＭＶとは…
　ＤＭＶ（デュアル・モード・ビー
クル）とは、道路と線路を双方向
に走行可能な「夢の乗り物」です。
2004 年 1 月にＪＲ北海道が開発
し、実用化に向け「試験的営業運
行」を行っています。車両は、マ
イクロバスを改造したもので、車
体の下から鉄の車輪を出し入れし
て、道路と線路を自由に行き来で
きる仕組みになっています。

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
、
従
来
の
鉄
道
車
両
に
比
べ
車
両

購
入
費
な
ど
の
初
期
投
資
が
約
10
分
の
１
程
度

に
抑
え
ら
れ
る
上
、
燃
費
も
約
５
分
の
１
と
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
大
の
利
点
で
あ
る
道
路
と
線
路
の

相
互
運
行
に
よ
り
、
生
活
交
通
の
利
便
性
向
上

は
も
と
よ
り
観
光
客
の
増
加
、
ひ
い
て
は
地
域

経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
柔
軟
な
ル
ー

ト
設
定
が
可
能
な
Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

の
交
通
渋
滞
緩
和
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
熊
本
県
と
高
森
町
、
南
阿
蘇
村
、

西
原
村
、
山
都
町
、
大
津
町
及
び
南
阿
蘇
鉄
道
を

中
心
に
実
証
実
験
協
議
会
を
設
置
し
、
運
行
ル
ー

ト
や
費
用
負
担
な
ど
を
検
討
。
今
年
度
中
の
実

証
実
験
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

予
定
で
は
来
年
３
月
ご
ろ
に
実
証
実
験
を
行

い
、
来
年
度
以
降
の
本
格
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

▲九州運輸局主催で合計3回行われた検討委員会

Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
利
点

来
年
度
以
降
の
導
入
目
指
し

今
年
度
に
実
証
実
験
を
予
定
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ＤＭＶで広がる可能性
南阿蘇鉄道からはじまる観光振興

　

世
界
に
誇
る
阿
蘇
山
を
は
じ
め
、
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム

ラ
ン
ド
や
白
川
水
源
、
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
、

一
心
行
の
大
桜
、
高
森
峠
千
本
桜
、
ま
た
各
町
村
に

点
在
す
る
温
泉
施
設
な
ど
南
阿
蘇
に
は
全
国
に
知
ら

れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観

光
客
数
を
見
て
も
、
県
内
一
の
集
客
を
誇
る
阿
蘇

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
な
ど
、
阿
蘇
地
域
（
小
国
地
域
を

除
く
）
へ
の
観
光
客
数
は
過
去
10
年
で
約
４
割
増
え

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
反
比
例
し
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
利

用
者
は
年
々
減
少
。
ピ
ー
ク
時
の
約
半
分
に
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
南
阿
蘇
は
県
内
を
代
表
す
る
観
光
地
で

あ
り
な
が
ら
、
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
カ
ー
利

用
で
南
阿
蘇
鉄
道
の
利
用
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

そ
ん
な
南
阿
蘇
に
と
っ
て
、
今
回
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入

計
画
は
明
る
い
話
題
と
い
え
ま
す
。
導
入
費
用
が
比

較
的
安
く
低
燃
費
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
、
広
範
囲
に
観
光
施

設
が
点
在
し
て
い
る
南
阿
蘇
に
適
し
て
お
り
、
観
光

振
興
に
必
要
な
観
光
施
設
の
「
点
」
と
「
点
」
を
「
線
」

で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
に
わ
か

り
や
す
く
移
動
し
や
す
い
周
遊
ル
ー
ト
を
提
供
す
る
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こ
と
で
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
増
加
も
見
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
通
過

型
観
光
を
滞
在
型
観
光
に
変
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
観
光
交
通
と
し
て
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、
今

後
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
と
移
動
手

段
を
持
た
な
い
住
民
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
生
活
交

通
と
し
て
の
機
能
も
充
分
期
待
で
き
ま
す
。

　

明
る
い
展
望
を
持
て
る
Ｄ
Ｍ
Ｖ
で
す
が
、
導
入
す

る
と
な
れ
ば
当
然
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
比
較
的
安

い
と
は
い
え
、
各
町
村
や
南
阿
蘇
鉄
道
の
財
政
状
況

か
ら
考
え
て
も
慎
重
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
「
最
小
の
費
用
」
で
「
最
大
の
効
果
」
を
実

証
実
験
の
段
階
か
ら
発
揮
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
試
験
的
営
業
運
行
を
し
っ
か
り
と
見
守
り
、
安

全
対
策
を
は
じ
め
、
ニ
ー
ズ
や
活
用
の
幅
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
方
向
を
探
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

自
家
用
車
が
普
及
し
、
道
路
網
も
格
段
に
整
備
さ

れ
た
現
在
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
は
ほ
っ
と
い
て
も
人
が

乗
っ
て
く
れ
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。い
か
に
乗
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
「
仕
掛
け
」
や
「
工
夫
」
を
創
る

か
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
生
き
残
る
た
め
に
は
大

事
な
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
そ
の
仕
掛
け

の
一
つ
で
、
南
阿
蘇
の
観
光
振
興
に
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
た
「
夢
の
乗
り
物
」
で
す
。
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平
成
19
年
度
予
算

　

平
成
19
年
度
当
初
予
算
が
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
と
は
、
１
年
間
の
歳
入
と
歳
出
の
見
積
り
で
、

町
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。「
一
般
会
計
」
は
、
教
育
や
福
祉
な
ど
町

が
行
政
を
運
営
す
る
う
え
で
最
も
基
本
と
な
る
会
計
で

す
。
こ
れ
に
対
し
「
特
別
会
計
」
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
会
計
で
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
６
つ

の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
34
億
２
，

８
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
７
億
１
，
５
０
０
万

円
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
長
・
町
議
会
議

員
の
改
選
期
た
め
、
新
規
事
業
費
な
ど
政
策
的
経
費
を

除
き
、
人
件
費
な
ど
義
務
的
経
費
を
必
要
最
小
限
計
上

す
る
「
骨
格
予
算
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
た
め
で
す
。

な
お
、
新
規
事
業
や
政
策
的
経
費
は
「
肉
付
け
予
算
」

と
し
て
今
年
の
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一般会計予算  34 億 2,800 万円

町
長
・
町
議
会
議
員
改
選
期
の
た
め

政
策
的
経
費
を
除
い
た
骨
格
予
算
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34億 2,800万円
　

歳
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
町
が
自
ら
調

達
す
る
「
自
主
財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
の
支

出
金
、
町
債
な
ど
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
る
「
依
存
財
源
」
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
高
森
町
は
約
74
・
８
％
が
依
存
財
源
、
つ
ま
り
約

75
％
の
歳
入
を
国
や
県
な
ど
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
繰
入
金
１
億
７
３
７
万
９
千
円
は

町
の
基
金
（
貯
金
）
な
ど
を
取
り
崩
し
た
額
で
、
町
債

１
億
７
，
４
０
０
万
円
は
本
年
度
の
町
の
借
金
で
す
。

　

歳
出
は
13
の
目
的
別
項
目
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
福
祉

の
充
実
や
子
育
て
支
援
な
ど
に
使
う
民
生
費
が
８
億
５
，

０
５
６
万
２
千
円
と
最
も
多
く
、
次
に
町
の
借
金
返
済
に

あ
て
る
公
債
費
が
８
億
１
，
５
２
５
万
３
千
円
、
行
政
運

営
な
ど
の
総
務
費
が
５
億
３
，
８
６
４
万
４
千
円
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

骨
格
予
算
に
よ
り
、
公
共
事
業
を
中
心
と
し
た
新
規
事

業
等
を
計
上
し
て
い
な
い
た
め
、
土
木
費
や
農
林
水
産
業

費
な
ど
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

用 

語 

説 

明

▼�

町
税
…
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
税
金

▼�

使
用
料
及
び
手
数
料
…
公
営
住
宅
使
用
料

な
ど
受
益
者
が
実
費
負
担
す
る
も
の

▼�

繰
入
金
…
特
別
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら
一

般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
も
の

▼�

繰
越
金
…
前
年
度
決
算
の
剰
余
金
を
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
も
の

▼�

分
担
金
及
び
負
担
金
…
保
育
料
な
ど
特
定

の
事
業
の
た
め
に
徴
収
す
る
も
の

▼�

諸
収
入
…
預
金
利
子
や
町
が
融
資
し
た
貸

付
金
な
ど
の
返
済
金
な
ど

▼�

地
方
交
付
税
…
国
の
所
得
税
や
消
費
税
、

酒
税
な
ど
を
、
町
の
財
政
需
要
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

▼�

県
支
出
金
…
町
が
行
う
事
業
に
対
し
、
県

が
負
担
、
補
助
す
る
も
の

▼�

町
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る

資
金
で
償
還
が
複
数
年
に
わ
た
る
も
の

▼�

国
庫
支
出
金
…
町
が
行
う
事
業
に
対
し
、

国
が
負
担
、
補
助
す
る
も
の

▼�

議
会
費
…
議
員
報
酬
や
費
用
弁
償
な
ど
議

会
活
動
に
必
要
な
経
費

▼�

予
備
費
…
緊
急
な
支
出
に
対
応
す
る
た
め

の
経
費

▼�

諸
支
出
金
…
各
種
基
金
の
積
み
立
て
な
ど

ほ
か
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
経
費

▼�

災
害
復
旧
費
…
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被

害
の
復
旧
に
必
要
な
経
費

自
　

主
　

財
　

源

依
　

存
　

財
　

源

町税
5億 1,907万 5千円
（15.1％）

地方交付税
18億 6,800万円
（54.5％）

使用料及び手数料
1億2,573万4千円
（3.7％）
繰入金
1億737万9千円
（3.1％）
繰越金
4,600万円（1.3％）
分担金及び負担金
3,483万円（1.0％）
諸収入
2,793万 1千円
（0.8％）
財産収入
799万 9千円
（0.2％）
寄附金
10万円（0.0％）

交通安全対策特別交付金
145万円（0.1％）

ゴルフ場利用税交付金
320万円（0.1％）

利子・配当・株式割交付金
350万円（0.1％）

地方特例交付金
400万円（0.1％）

自動車取得税交付金
2,800万円（0.8％）

地方消費税交付金
6,700万円（2.0％）

地方譲与税
8,770万円（2.6％）

県支出金
1億 8,555万 4千円（5.4％）

町債
1億 7,400万円（5.1％）
国庫支出金
1億 3,654万 8千円（4.0％）

民生費
8億 5,056万 2千円
（24.8％）

公債費
8億 1,525万 3千円
（23.8％）

総務費
5億 3,864万 4千円
（15.7％）

教育費
3億 4,020万 9千円
（9.9％）

衛生費
2億 6,276万円
（7.7％）
農林水産業費
2億 104万 7千円
（5.9％）

災害復旧費
22万9千円（0.0％）

諸支出金
105万5千円（0.0％）

予備費
1,000万円（0.3％）

議会費
6,597万 2千円
（1.9％）

商工費
8,290万 1千円
（2.4％）

土木費
1億550万7千円
（3.1％）

消防費
1億5,386万1千円
（4.5％）

一般会計 歳 入
34億 2,800万円

一般会計 歳 出
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■民生費………… 11 万 2,941 円
	 児童福祉や高齢者福祉などに必要な経費

■公債費………… 10 万 8,253 円
	 �公債（町の借金）や一時借入金の償還（返済）な
どに必要な経費

■総務費…………… 7 万 1,524 円
	 �管理事務のほか戸籍や統計、徴税、選挙などに必
要な経費

■教育費…………… 4 万 5,175 円
	 �学校教育や生涯学習、スポーツ、芸術文化に必要
な経費

■衛生費…………… 3 万 4,890 円
	 保健予防やごみ処理などに必要な経費

■農林水産業費…… 2 万 6,696 円
	 農畜産業や林業に必要な経費

■消防費……………… 2 万 430 円
	 消火・防火活動や、災害の被害軽減に必要な経費

■土木費…………… 1 万 4,010 円
	 道路や橋、河川、公園、公営住宅などに必要な経費

■商工費など……… 2 万 1,266 円
	 商工業の振興や観光事業に必要な経費など

合　計
45 万 5,185 円

平成19年度

鉄道経営対策事業基金
特別会計

農業用水供給事業
特別会計

国民健康保険
特別会計

１，２８３万９千円
（前年度比＋1289.5％）

３，５９０万円
（前年度比▲69.2％）

１０億４，０６５万７千円
（前年度比＋3.4％）

簡易水道事業
特別会計

老人保健
特別会計

介護保険
特別会計

２億７，３００万円
（前年度比＋26.4％）

１１億１，０９０万円
（前年度比＋0.6％）

５億９，８８７万７千円
（前年度比▲3.5％）

町民一人あたりの予算（一般会計）
　一般会計予算額を、3月31日現在の人口7,531人で割って算出しました。

特別会計予算
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「
厳
し
い
、
厳
し
い
」
と
い
わ
れ
る
高
森
町
の

財
政
状
況
。
平
成
17
年
度
の
普
通
会
計
（
一
般

会
計
と
鉄
道
経
営
対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
と

農
業
用
水
供
給
事
業
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
会

計
）
決
算
か
ら
、
そ
の
厳
し
さ
を
見
て
み
ま
す
。

■ 

財
政
力
指
数

　

財
政
力
指
数
と
は
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

を
示
す
数
値
で
、
歳
入
を
歳
出
で
割
っ
た
３
年

間
の
平
均
で
す
。
財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
財

政
力
が
強
い
自
治
体
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
森
町
の
財
政
力
指
数
は
０
・
２
３
。
熊
本
県

市
町
村
平
均
０
・
３
７
を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政

力
が
強
い
自
治
体
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
財
政
力
指
数
が
１
を
超
え
た
場

合
に
は
地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な
く
な
り
不

交
付
団
体
と
な
り
ま
す
。
県
内
で
は
大
津
町
と

苓
北
町
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

■ 

経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
毎
年
必
ず
必
要
な
経

費
を
比
較
的
安
定
し
て
い
る
歳
入
で
割
っ
た
数

値
で
す
。
比
率
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
財
政
に

ゆ
と
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
森
町
の
経
常
収
支
比
率
は
93
・
８
％
で
、

類
似
団
体
の
平
均
86
・
９
％
を
大
き
く
上
回
り
、

さ
ら
に
は
熊
本
県
市
町
村
平
均
91
・
６
％
も
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

■ 

地
方
債

　

上
の
表
の
と
お
り
高
森
町
の
地
方
債
（
借
金
）

は
60
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
町
民
１

人
当
た
り
で
割
る
と
85
万
１
，
７
８
５
円
。
熊

本
県
市
町
村
平
均
47
万
４
，
８
２
９
万
円
に
比

区　　　　　分 平成17年度末現在高
一 般 公 共 事 業 債 1億432万 9千円
一 般 単 独 事 業 債 6億1,854万 6千円
公営住宅建設事業債 6億4,273万円
義務教育施設整備事業債 6億6,679万 9千円
辺 地 対 策 事 業 債 8億330万 5千円
災 害 復 旧 事 業 債 1億4,862万 8千円
過 疎 対 策 事 業 債 20億101万 3千円
地域改善対策特定事業債 344万 7千円
財 源 対 策 債 1億3,086万 4千円
臨 時 財 政 特 例 債 1,253万 3千円
減 税 補 て ん 債 1億2,349万円
臨 時 税 収 補 て ん 債 3,323万 1千円
調 整 債 598万 8千円
臨 時 財 政 対 策 債 9億7,745万 5千円
そ の 他 1億1,262万 6千円

合　　　　　計 63億8,498万 4千円

地方債 M u n i c i p a l  b o n d

　地方債は長期の借入金のことで、その返済が複数年度
にまたがるものをいいます。家庭でいうと借金です。町
民一人当たりで割ると 85 万 1,785 円になります。 基　金 F u n d

　基金とは家庭でいうと貯金です。しかし、町の基金は
それぞれ目的のために積み立てられていますので、自由
に出し入れして使うことはできません。

町の財政状況

べ
高
い
残
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
方

債
は
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
将
来
に
わ
た
っ
て

長
期
間
使
わ
れ
る
も
の
の
借
金
を
、
建
設
時
の

町
民
だ
け
に
負
担
さ
せ
な
い
た
め
の
も
の
で
す
。

道
路
整
備
を
は
じ
め
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
の
要
望

が
強
い
こ
と
も
現
実
で
す
が
、
各
種
事
業
を
実

施
し
な
が
ら
そ
の
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

過
去
３
年
間
で
約
２
億
６
，
０
０
０
万
円
を
削

減
し
ま
し
た
。

0

5億

10億

15億

20億

25億

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

過去５年間の地方交付税の推移■ 

財
政
の
健
全
化
に
向
け

　

国
の
三
位
一
体
改
革
（
国
か
ら
地
方
へ
の
補
助

金
削
減
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
地
方
交

付
税
の
見
直
し
）
で
町
の
財
政
状
況
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
一
方
、
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
打

開
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
の
が
「
高
森
町
行
財
政

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
事
務
・

事
業
の
見
直
し
や
民
間
委
託
の
推
進
、
職
員
の
定

員
管
理
な
ど
町
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を

決
め
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

19
億
４
，
６
０
９
万
円

19
億
２
，
９
０
０
万
７
千
円

20
億
３
，
８
７
７
万
９
千
円

21
億
７
，
７
０
９
万
６
千
円

23
億
７
，
９
９
７
万
９
千
円

区　　　　　分 平成17年度末現在高
財 政 調 整 基 金 3億6,832万 7千円
減 債 基 金 497万 8千円
社 会 福 祉 振 興 基 金 1,616万 4千円
土 地 開 発 基 金 763万 7千円
ふるさとづくり対策事業基金 3,392万 8千円
中山間ふるさと水と土保全基金 1,001万 2千円
消 防 団 基 金 132万 9千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 5億2,811万円
農業用水供給事業基金 9億8,463万 8千円
鉄道経営対策事業基金 3億3,408万 7千円
国民健康保険特別会計基金 1億5,701万 2千円
高額療養費貸付基金 493万 7千円

合　　　　　計 24億5,115万 9千円
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税

■ お問い合わせ先　税務課町民税係　℡ 62-1111（内線164・165）

◎平成 19 年から税源移譲により、所得税と町県民税の税率が変わります。
　「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」。その柱といえるのが、
今回の「税源移譲（ぜいげんいじょう）」。所得税（国税）と町県民税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が減り、
地方の税収が増えることになります。およそ 3兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。　
　税源移譲によって、地方は重要な財源を直接確保できるようになります。これにより、住民はより身近で、よりよ
い行政サービスを受けられるようになります。

◎定率減税の廃止
　平成 11 年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状況
を踏まえて廃止されます。

◎町県民税の老年者非課税措置が廃止され、経過措置がとられています。
　平成 17 年 1 月 1 日現在、65 歳以上の方で前年の合計所得金額が 125 万円以下の方については、町県民税の均等割
と所得割がともに非課税とされていましたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、平成 18 年度
から廃止されました。ただし、急激な税負担を緩和するため経過措置がとられています。

子ども

子ども2人の場合、子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。

平成19年からあなたの所得税・住民税が変わります。

所 得 税
【平成 19 年 1 月分から適用】

町 県 民 税
【平成 19 年６月分から適用】

4 段階の税率を、6 段階に細分化
（所得税と町県民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）

3 段階の税率を、一律 10％に
（県民税 4％・町民税 6％）

※ ほとんどの方は、1月分から所得税が減り、その分 6月分から町県民税が増えることになります。
　しかし、「所得税＋町県民税」の負担は基本的には変わりません。

平成18年 平成19年以降
所 得 税：平成18年1月分から
 税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度）
町県民税：平成18年6月分から
 税額の7.5％相当額を減額（2万円を限度）

所 得 税：平成19年1月から廃止

町県民税：平成19年6月から廃止

平成17年度

合計所得金額
125万円以下の方

非課税

平成18年度以降（経過措置）

平成18年度は税額の3分の2を減額
平成19年度は税額の3分の1を減額
平成20年度は、全額負担

課  税
※この経過措置は昭和15年1月2日以前に生まれた方が対象になります。
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地籍調査

　町では、国土調査法に基づき昭和54年度から「地籍
調査」事業を実施しており、これまでに高森・色見地区
の全域と大字河原・大字尾下・大字津留の調査が完了し
ています。
　平成19年度は、大字野尻と大字中の一部を調査しま
すので、ご協力をよろしくお願いします。

皆さんの協力で円滑な調査を

　地籍調査を実施するうえで最も重要なことが境界の
確認作業です。土地の所有者である皆さんの協力なく
しては、この大事業を成し遂げることはできません。
町では、毎年実施する地区から推進委員を選んでいた
だき、本事業を進めることにしています。
　調査を実施するに当たり、土地所有者の皆さまにお
願いがあります。
①土地の境界確認と杭うち
　調査前に境界を中心に1メートル幅内の竹木伐採や草
刈りを行い、立ち会いがしやすいようにしてください。
　調査当日は、隣接所有者と立会確認のうえ、筆界杭
を土地の曲がり角にしっかり打ち込んでください。
②一筆調査には必ず立ち会いを
　隣接所有者との話し合いがつかず境界が決定しない場合
は、筆界未定地として処理されるため、調査完了後は個人
の費用で測量を行い境界を決定して、登記所に申請しなけ

平成19年度に行われる調査区域

地籍調査はこのようにして進められます

※ 皆さんにご協力いただくのは①②⑥です。
その都度通知します。
※①から⑧までに約２年かかります。

■ お問い合わせ先　総務課地籍調査係　℡62-1111（内線117・118）

平成 19 年度は大字野尻と大字中の一部を調査します

①地区説明会

②一筆地調査（杭打ち）

③測量

④面積測定

⑤地籍簿・地籍図の作成

⑥本閲覧

⑦知事の認証

⑧登記所送付

ればなりません。
　円滑な調査を進めるためにも、一筆調査の立ち会いに
はぜひご協力ください。なお、当日本人が立ち会いでき
ない場合は委任状を提出のうえ、代理人の立ち会いをお
願いします。

大字野尻
　 馬場下、上山中、笹ノ本、
下笹ノ本、西赤迫、道地、
上堀口、一枚畑、下穴迫、
境ノ迫、境ノ松、車ケ迫、
柏木原、上穴迫、近道原、
鳥越
大字中
　 下堀ノ口、中堀ノ口、上堀
ノ口、集、下廣木、中廣木、
上廣木
※  5.15 平方キロメートルを
調査する予定です。

今年度の調査地区
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❶講師
❷熊本県立小国養護学校
❸ 読書、ドライブ、温泉め
ぐり、バスケットボール
❹  6 年ぶりに高森町に戻っ
てきました。らくだ山の
景色、高森の町並み、小
学校の校舎…とてもなつ
かしく当時を思い出しま
した。また戻ってこれて
うれしいです。

村
むらかみ

上　保
ほ

美
み

❶教頭
❷熊本市立龍田中学校
❸ 囲碁（ヘタのよこ好きですが…）
❹  高森町の温かい人情と素
晴らしい自然のもと、伝
統ある高森中学校に赴任
し気が引き締まる思いで
いっぱいです。反面、若
いころの高森中学校での
思い出がなつかしく思い
出されます。

❶教諭
❷菊陽町立菊陽中学校
❸ スポーツ観戦、ドライブ、
絵画・彫刻
❹ 高森町に来て大きな阿蘇の
山々と桜や菜の花などの
自然の美しさが印象的でし
た。冬の寒さだけが心配で
すが、子どもたちも含め多
くの方々との出会いを楽し
みにしています。

早
はや

髙
たか

　謙
けんし

志

❶教諭
❷阿蘇市立山田小学校
❸すぐに熟睡できること
❹  南郷谷側から見る根子岳
は、阿蘇谷側からの眺め
とまた違っていて、その
雄大さは感慨深いものが
あります。新たな気持ち
で頑張りたいと思ってい
ます。梶

かじわら

原さおり

❶講師
❷山都町立馬見原小学校
❸バレーボール
❹ 高森町には祖母が住んで
いて、子どもの頃から大
好きな場所です。子ども
たちが充実した学校生活
を送ることができるよう
に努力していきたいと思
います。 村

むらた

田　早
さ

紀
き

❶教頭
❷ 熊本県地域振興部
　文化企画課
❸釣り
❹ 素晴らしい自然と人情味
あふれる高森町に勤務で
きることをたいへんうれ
しく思います。夢と希望
に燃えている子どもたち
のために、精一杯努力し
ていこうと思います。

野
のなか

中　保
やすはる

春

❶校長
❷ 南阿蘇村立久木野小学校
❸体を動かすこと
❹ くまもと自然百景第 1位
に選ばれた根子岳をもつ
高森町に勤務することが
でき、25年前に住んでい
た頃を思い出します。3
つの心（命・人・もの）
を大切にする子どもの育
成を目指します。

中
なかの

野　　晃
あきら

■  
■  

■

■  

■  

■

小
・
中
学
校
の
新
し
い
先
生
紹
介　
　
　
❶
職
名　

❷
前
任
校　

❸
趣
味
・
特
技
な
ど　

❹
自
己
紹
介
・
抱
負
・
あ
い
さ
つ

高
森
東
小
学
校

高
森
中
央
小
学
校

高
森
東
小
学
校

高
森
中
央
小
学
校

高
森
中
央
小
学
校

高
森
中
学
校

高
森
中
学
校

今
いまさか

坂　洋
ひろし

志

❶教諭
❷合志市立合志中学校
❸スポーツ、ラグビー
❹ 高森中学校にお世話にな
ることになりました。教
科は保健体育です。私は
阿蘇市内牧出身ですので、
故郷に帰り仕事をさせて
いただくことをとてもう
れしく感じています。 志

し

賀
が

　貴
たかふみ

文

❶教諭
❷阿蘇市立碧水小学校
❸写真を撮ること
❹  高森町の美しい自然の中
で、元気いっぱいの子ど
もたちといっしょに遊ん
だり、勉強したりできる
ことを楽しみにしていま
す。笑顔をモットーに一
生懸命頑張ります。 堺

さかい

　　美
み

華
か

高
森
中
央
小
学
校

高
森
中
央
小
学
校

❶教諭
❷菊池市立旭志小学校
❸スポーツ観戦
❹  3 年ぶりに阿蘇、それも
高森中央小学校に帰って
くることができ、うれし
さでいっぱいです。また
一生懸命頑張ります。

佐
さとう

藤　和
かずや

也

高
森
中
学
校
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❶講師
❷熊本県立済々黌高等学校
❸ 読書（特に詩）、切手収集、
旅行、掃除
❹ 高校時代山岳部に所属し、
阿蘇の山々によく登りに
来ていました。そしてこ
の度の異動で高森高等学
校と高森中学校の家庭科
教員となり、不思議な縁
を感じています。

峠
とうげ

　小
さ

百
ゆ

合
り

❶教諭
❷合志市立西合志南中学校
❸ドライブ
❹ 自然豊かな高森町での生
活を楽しみにしていま
す。高森東中学校の生徒
は明るく元気なので若い
パワーに負けないように、
いろんなことに全力投球
で頑張りたいと思います。 阿

あ

部
べ

　りか

❶教頭
❷山鹿市立平小城小学校
❸スポーツ観戦
❹ 高森東中学校の教頭とし
てたいへんお世話になり
ます。初めての中学校、
初めての単身赴任でやや
不安もありますが、全力
で頑張ります。

堀
ほりた

田　昌
しょうじ

司

❶養護教諭
❷山都町立蘇陽小学校
❸花を育てること
❹ 阿蘇郡を離れたことをさ
みしく思っていましたが、
再び阿蘇郡に戻ることが
できうれしいです。高森
東中学校では、ＥＣＯ菌
について教えてもらって
家庭菜園に生かしたいで
す。

丸
まるやま

山まゆみ

❶教諭
❷南阿蘇村立白水中学校
❸食べること
❹ 隣りの白水中学校から参
りました。新しい出会い
にワクワクしています。
阿蘇の高菜が大好きで、
毎朝高菜ご飯を食べて通
勤しています。子どもた
ちとともに成長していき
たいです。

東
ひがし

　　瑞
みずえ

恵

　

３
月
30
日
、
教
職
員
退
任
式
が
高
森

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
14
名
の
先

生
方
が
本
町
を
去
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

た
い
へ
ん

お
世
話
に

な
り
ま
し

た
。

■ 

高
森
中
央
小
学
校

　

三
玉
小
学
校　
　

北
原
光
弘
（
校
長
）

　

城
山
小
学
校　
　

本
田
誠
治
（
教
諭
）

　

広
安
小
学
校　
　

北
里
雅
代
（
教
諭
）

　

宮
地
小
学
校　
　

今
村　

愛
（
教
諭
）

　

泗
水
東
小
学
校　

緒
方
紀
子
（
教
諭
）

■ 

高
森
東
小
学
校

　

詫
麻
南
小
学
校　

諏
訪
孝
英
（
教
頭
）

■ 

高
森
中
学
校

　

一
の
宮
中
学
校　

甲
斐
孝
美
（
教
頭
）

　

清
和
中
学
校　
　

斗
高
克
敏
（
教
諭
）

　

天
草
高
等
学
校　

堀　

純
子
（
教
諭
）

　

波
野
中
学
校　
　

松
本
真
美
（
教
諭
）

■ 

高
森
東
中
学
校

　

小
国
中
学
校　
　

宮
本
哲
也
（
教
頭
）

　

阿
蘇
北
中
学
校　

小
原
純
子
（
教
諭
）

　

日
吉
東
小
学
校　

大
塚　

郁
（
養
教
）

　

飽
田
中
学
校　
　

菊
川
智
賀
（
栄
職
）

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

❶非常勤講師
❷南阿蘇村立久木野小学校
❸読書
❹ 十数年前に上色見小学校
にいましたので久しぶり
の高森町です。小規模校
の方がホッとするのです
が、初めての中学校です。
ドキドキワクワクで頑張
ります。 岩

いわした

下　照
てるみ

美

❶主任学校栄養職員
❷西原村立山西小学校
❸子どもと遊ぶこと
❹ 観光名所というイメージ
だった高森町で仕事がで
きることを楽しみにして
います。通勤に 1時間以
上かかるのが少し苦です
が、町民の皆さまに支え
られながら一生懸命頑張
ろうと思います。

西
にしおか

岡亜
あ

由
ゆ

美
み

❶教諭
❷南小国町立南小国中学校
❸サッカー、ドライブ
❹ 南小国中学校から高森中
学校に赴任しました。教
科は英語です。高森町は
自然が豊かで、子どもや
地域の方も親しみやすく、
とても感動しています。

宮
みやもと

本　和
かずひこ

彦

高
森
中
学
校

高
森
東
中
学
校

高
森
東
中
学
校

高
森
中
学
校

高
森
東
中
学
校

高
森
東
中
学
校

高
森
東
中
学
校

高
森
東
中
学
校
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NEWS

　４月 15日、南阿蘇村立長陽体育館で「阿蘇郡市新人戦
剣道大会」が開催されました。新チーム結成後初の大会に
高森中学校が出場。決勝で長陽中学校を破った男子団体が
見事優勝を果たしました。また、女子団体も３位決定戦で
阿蘇北中学校に競り勝ち第３位に輝きました。個人戦の結
果は次のとおりです。男子代表優勝／久保玄徳（３年）

▼写真左から内田さん、平田さん、山村さん。

　4 月 10 日、町内の小・中
学校でそれぞれ入学式が行わ
れました。今年度の新1年生
は高森中央小学校 40 人、高
森東小学校 9 人、高森中学
校 73 人、高森東中学校 8人
です。高森東小学校の入学式
では、ピカピカの 1 年生が
元気よく入場。多くの来賓か
らの祝福と上級生からの歓迎
の言葉を受け、夢と希望に満
ちた学校生活をスタートさせ
ました。

町内小・中学校で入学式

夢と希望を胸に

▼ 高森東小学校には男子4人、女子5人の元気な新1年生が入学しました。

阿蘇郡市新人戦剣道大会

高森中学校が男子団体で優勝、女子も３位に

　4月 12日、町文化協会が千本桜「句碑の森」に３基の
句碑を建立し、除幕式が行われました。これは、高森菜
の花句会の 3人の俳句が熊本日日新聞「新くまもと歳時
記」に掲載されたのを記念して建てられたものです。3
人の俳句は次のとおりです。「減りてゆくものに阿蘇野の
花しのぶ」内田フミ（高森・横町）、「冬耕や一鍬入れて
よりはずむ」平田ルリ子（高森・旭通）、「冬うらら裏阿
蘇の名に甘んじて」山村ふみ子（高森・下町）。 ▲高森中学校男子・女子団体戦メンバー。写真後列左が久保くん。

千本桜「句碑の森」建立除幕式

「新くまもと歳時記」掲載を記念して

高森町のあれこれ
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　4月1日から8日まで、観光交流センターで「すみれフェ
スタ 2007」が開催されました。会場には、阿蘇地方自
生のアソヒカゲスミレのほか原種や交配種、外国種など
約 100 種 400 鉢が展示され、訪れた人の目を楽しませ
ていました。すみれは、熊本市の熊本すみれ会の会員が
育てたものです。

　二子石勝助さんの父で、太平洋戦争に出征した故・二
子石中さんの写真がアメリカで見つかり、3月 30 日、
勝助さんに届けられました。写真は、昨年アメリカ在住
の日本人と思われる人から佐賀県のＮＰＯ法人「戦没者
を慰霊し平和を守る会」に送られてきたもので、同会が
厚生労働省に照会して二子石さんの遺影と判明しました。

▼「戦没者を慰霊し平和を守る会」から写真を受け取る二子石さん。

▼連日たくさんの人が訪れていました。

すみれフェスタ2007

１００種４００鉢を展示

父の写真が60数年ぶりに返還

二子石勝助さん（中・峰の宿）

　3月 31日から 4月 15日まで、高森峠九十九曲がり自
然公園（千本桜）で「桜まつり」が開催されました。今
年もたくさんの人が訪れ、桜の下で写真を撮ったり弁当
を食べたりと、思い思いの時間を過ごしていました。ま
た、4月 1日には高森阿蘇神社神楽奉納と子ども日本舞
踊のステージが開かれ、観光客を魅了していました。

　3月 28日、特別養護老人ホーム「梅香苑」でゴスペル
コンサートが開かれました。これは、熊本市の主の十字
架クリスチャンセンターエルサレム主の栄光教会が行っ
たもので、手話も交えながら「ふるさと」など約 10 曲
を熱唱。入所者とデイサービス利用の約 80 人は、リズ
ムをとったり口ずさむなどして楽しんでいました。

▲思い思いに桜を満喫する花見客。

▲普段あまり耳にしないゴスペルに聞き入っていました。

高森峠千本桜「桜まつり」

６千本の桜の下で

梅香苑でゴスペルコンサート

「ふるさと」など約１０曲を熱唱
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　滞納整理強化月間を５月から６月
にかけて、熊本国税局管内の全税務
署で実施します。
　納税は社会の基本的なルールであ
り、特に、消費税及び地方消費税は、
消費者からの「預り金的な性質」を
有する税金であることから、滞納す
ることは到底許されるものではあり
ません。
　納税に誠意の認められない滞納者
に対しては、捜索及び売掛金等の差
押えなどの厳正な処分を行います。
　売掛金や預金の差押えを受けます
と大事な取引先からの信用を失うこ
とにもなりかねませんので、ご注意
ください。

滞納整理強化月間
が始まります！

警察官Ａ（男性・女性・武道指導）
●受付期間　 5月14日（月）～
　　　　　　5月25日（金）
●第１次試験
・試験日…7月8日（日）
・試験内容… 教養、論文、実技（武道

指導のみ）
・試験地…熊本市、東京都
・合格発表…7月中旬
●受験資格
・32歳までの方
・ 学校教育法による大学（短期大学を
除く）を卒業または卒業見込みの方
※ 武道指導については、上記のほか、
柔道または剣道の3段以上の段位を
取得している方
警察行政
●受付期間　5月14日（月）～
　　　　　　5月25日（金）
●第１次試験
・試験日…６月24日（日）
・試験内容…教養、専門
・試験地…熊本市、東京都
・合格発表…7月上旬
●受験資格
・22歳～29歳の方
・ 22歳未満の方で、学校教育法による
大学（短期大学を除く）を卒業また
は卒業見込みの方
※受験資格の年齢については、いずれ
も平成20年 4月1日現在

平成 19年度熊本県
警察職員採用試験

山登りの注意点

　山菜取りの季節になりました。こ
の季節になりますと毎年救急事案が
発生していますので、次の点にご注
意ください。
１． なるべく一人で入山しないように
する。

２． 連絡手段を確保する。（携帯電話
など）

３． 複雑な地形には近づかない。（急
斜面、沢など）

４． 帰宅時間及び場所などを家族に
知らせておく。

救急マメ知識
　毒蛇に手足をかまれた場合、かま
れた手足を曲げたり伸ばしたりしな
いようにしましょう。手足の曲げ伸
ばしをすると、毒の吸収が早くなり
ます。かまれた手足を安静に保ち速
やかに医療機関へ搬送してください。
傷口からの「毒」の吸い出しは、推
奨されていません。
【マムシ咬傷】
グレード1　・かまれた場所の腫脹
グレード2　・ 手関節・足関節までの

腫脹
グレード3　・肘・膝関節の腫脹
グレード4　・１肢全体に及ぶ腫脹
グレード5　・ 体幹に及ぶ腫脹・全

身症状伴う

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡０９６７- ６２- ９０３４

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡０９６７- ２２- ０５５１
　税務相談室
　℡０９６７- ２２- ０５５９

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡０９６７- ６２- ０１１０
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■お問い合わせ先　熊本東社会保険事務所　℡096-367-2500

離婚時の厚生年金の分割制度の導入
　次の条件に該当した場合に、離婚当事者からの請求に
より厚生年金の保険料納付記録を当事者間で分割するこ
とができる制度です。
・平成 19年 4月 1日以後に、離婚等をしたこと
・�当事者間の話し合いや裁判手続きにより年金分割の割
合を定めたこと
・�請求期限（原則、離婚の日の翌日から起算して 2年）
を経過していないこと
※�離婚の取り消し・事実婚の解消も対象になります。（事
実婚の解消については、当事者の一方が被扶養配偶者
として国民年金第 3号被保険者となっている期間が
対象です）

■ 年金分割について、話し合いにより合意したとき
　年金分割の割合等について、当事者間の話し合いによ
り合意したときは、次に掲げるいずれかの書類によりそ
の合意した内容などを明らかにして、年金分割の請求手
続きを行うことになります。これらの書類に関する手続
きは、公証役場で行うことになります。
❶公正証書　　　❷公証人の認証を受けた私署証書

■ 年金分割について、合意できないとき
　年金分割の割合について、当事者間の話し合いで合意
できないときは、家庭裁判所における審判手続きなどの
裁判手続きを利用して年金分割の割合を定めることがで
きます。詳しくは熊本東社会保険事務所にお問い合わせ
ください。

平成 19 年 4 月に施行された年金改正
国民年金だより
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つ
い
て
ど
う
思おも
い
ま
す
か
？

　

人じ
ん

権け
ん

擁よ
う

護ご

委い

員い
ん

に
な
っ
て
、
女じ
ょ

性せ
い

の
仕し

事ご
と

は
と
て
も
多お
お

く
た

い
へ
ん
だ
と
感か
ん

じ
て
い
ま
す
。
お
互た
が

い
に
で
き
る
こ
と
は
や
る

よ
う
に
し
た
い
と
思お
も

い「
男
お
と
こ
の
料
り
ょ
う

理り

教き
ょ
う

室し
つ

」に
も
参さ
ん

加か

し
ま
し
た
。
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

▲童謡「ふるさと」をみんなで合唱

人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
行
っ
た
町
職
員
の
異
動
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
（　

）
内
は
前
職

○ 

課
長　

総
務
課
付　

廣
木
富
八（
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
長
）

○ 

係
長　

草
部
出
張
所
住
民
係
長　

安
藤
吉
孝

（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
次
長
）

○
試
験
日　

８
月
21
日
（
火
）

○
会
場　

熊
本
県
立
大
学

○ 

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
飲
食
店
や

給
食
施
設
等
で
２
年
以
上
の
調
理
実
務
経
験

の
あ
る
方

○
願
書
受
付　

６
月
４
日（
月
）
〜
８
日（
金
）

○ 

願
書
配
布　

各
保
健
所
、
熊
本
県
健
康
づ
く

り
推
進
課
等

○ 

提
出
先　

熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
…
県
保

健
所
、
熊
本
市
居
住
者
…
熊
本
市
保
健
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
０
８

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
末
ま
で
に

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
初
め
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
の

５
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
、
左
記
の
納
付
場
所

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

○ 

自
動
車
税　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
部
店
舗
を
除
く
）、
各
地

域
振
興
局
税
務
課
、
熊
本
県
税
事
務
所
、
自

動
車
税
事
務
所

○ 

軽
自
動
車
税　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
高
森

町
役
場
、
各
出
張
所

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら

自
動
車
税
の
税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ
ス
や
燃
費
性

能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
（
新

車
）
は
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
一
定
年
数
を

経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
自
動

車
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ
る
自
動
車

は
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
を
過
ぎ
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び
13
年
を
過
ぎ
た
ガ
ソ
リ

ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
で
、
年
限
を
経
過
し
た
翌
年
度

か
ら
、
自
動
車
税
が
約
10
％
増
額
さ
れ
ま
す
。

○ 

平
成
19
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ
る
自
動
車

　

 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
…
平
成
８
年
３
月
31
日
以
前

に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

　

 

ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
…
平
成
６
年
３
月
31
日

以
前
に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
及
び

自
動
車
取
得
税
の
減
免

　

障
害
の
あ
る
方
が
所
有
し
て
い
る
自
動
車
・

軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
、

使
用
の
目
的
等
に
よ
っ
て
、
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
が
減
免
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
に
は
期
限
が
あ
り
、
４
月
１
日
現

在
で
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
６
月
30
日（
土
）、

軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
５
月
24
日（
木
）
が

申
請
期
限
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
以
降
に
自
動
車
を
新
規
に

登
録
し
た
方
は
、
登
録
し
た
日
の
翌
日
か
ら
30

日
以
内
が
申
請
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

（
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
）

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

　

℡
０
９
６
７-
２
２-

４
５
２
７

　

（
軽
自
動
車
税
）

　

税
務
課
町
民
税
係　

内
線
１
６
４
・
１
６
５

　

在
熊
阿
蘇
高
森
会
で
は
、
毎
年
６
月
に
総
会
及
び

懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
熊
本
市

や
近
郊
に
お
住
ま
い
の
高
森
町
出
身
者
で
組
織
し
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
郷
土
高
森
町
の
発
展
に
貢

献
し
よ
う
と
の
目
的
で
日
頃
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

６
月
10
日（
日
）
午
前
11
時

○
場
所　

鶴
屋
百
貨
店
東
館
７
階
宴
会
場

○ 

会
費　
男
性
５
，
０
０
０
円
、
女
性
４
，
０
０
０
円

※ 

申
し
込
み
は
５
月
31
日（
木
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

在
熊
阿
蘇
高
森
会
副
会
長
（
野
尻
月
夫
）

　

℡
０
９
６-

３
３
８-

０
２
９
６

熊
本
県
調
理
師
試
験

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

及
び
自
動
車
取
得
税

在
熊
阿
蘇
高
森
会
総
会
及
び
懇
親
会

軽自動車税の納期限は５月31日（木）です。／高森町役場税務課
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■お問い合わせ先
　高森町農業委員会事務局　℡62-1111（内線311）

高森町農業委員会委員決定

　任期満了に伴う高森町農業委員会委員選挙で、13人
の公選委員が無投票で決まり、会長に田上求さん、副
会長に本川一徳さんが選出されました。なお、任期は
３年です。
　農業委員会は、公正な立場で農地の売買や賃貸借の
設定をはじめ転用の許可、農地の斡旋、農地の紛争防
止、和解仲介、標準小作料の決定等や農業者年金の相
談・加入増進、認定農業者等農業担い手の育成業務など、
町の農業施策の中心的役割を担うもので、町の農業振
興面で大いに活躍をされてます。
　高森町農業委員会は、公選による委員と各種団体推
薦による委員、議会選出による委員で構成されます。
各種団体推薦による委員と議会選出による委員は、議
会選出による委員が決まり次第お伝えします。

高森町農業委員会　敬称略・（　）は担当地区
会　長　　田上　　求　（村山・町）

副会長　　本川　一徳　（色見）

委　員　　林　　定男　（上在・町）

委　員　　津留　明義　（津留・南在・町）

委　員　　後藤　　武　（上色見）

委　員　　芹口　惟秋　（草部）

委　員　　岡本　和雄　（芹口・菅山）

委　員　　芹口　正八　（永野原・下切）

委　員　　本田　健一　（中・矢津田）

委　員　　古澤　慶男　（津留）　

委　員　　瀬井　義勝　（野尻）

委　員　　戸髙　秋男　（尾下）

委　員　　岩下　忠春　（河原）

　

森
林
は
、
木
材
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
水

を
育
み
、
空
気
を
浄
化
す
る
な
ど
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
環
境
教
育
や
自
然

体
験
活
動
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

森
林
を
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
「
森
林
は
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く

（
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
）
」
と
い
う
意
識
の

醸
成
と
森
林
づ
く
り
へ
の
参
画
を
促
す
契
機
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
く
ま
も
と
緑
の
祭
典
in

阿
蘇
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
５
月
13
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所　

阿
蘇
市
蔵
原「
阿
蘇
み
ん
な
の
森
」

○ 

参
加
予
定
人
数　

県
民
、
緑
の
少
年
団
な
ど

２
，
０
０
０
人
程
度

※
雨
天
実
行
、
荒
天
中
止

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

１
１
１
７

　

輝
き
大
会
と
は
、
知
的
障
害
者
の
方
々
が
、

心
身
の
発
達
と
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
な
が

ら
、
自
立
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
社
会
参
加
へ
の
希
望
と
勇
気
を
育
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で
す
。
一

緒
に
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
楽
し

い
種
目
（
徒
競
走
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
）
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

６
月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
20
分
〜

○
場
所　

大
津
町
総
合
体
育
館

○ 

参
加
者　

菊
池
・
阿
蘇
地
区
在
住
の
知
的
障

害
者
の
方

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

第
14
回
輝
き
菊
池
・
阿
蘇
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
事

務
局

　

℡
０
９
６-

２
９
３-

２
４
６
７

　

熊
本
県
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
や
解
雇
な
ど
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」
「
で

き
る
だ
け
早
く
解
決
し
た
い
」
…
そ
ん
な
悩
み

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
７
５
３

く
ま
も
と
緑
の
祭
典
in
阿
蘇

第
14
回
輝
き
大
会

菊
池
・
阿
蘇
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

個
別
労
働
関
係
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

固定資産税第１期の納期限は５月31日（木）です。／高森町役場税務課
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高
森
町
役
場
℡
₆₂-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
₆₄-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
₆₅-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　
　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
　

℡
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

○�

担
当
者　

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員（
人
権
擁

護
委
員
）、
法
務
局
職
員

○
内
容　

い
じ
め
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

○�
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
休
日
・
祭
日
は
除

く
。
時
間
外
は
留
守
番
電
話
に
な
り
ま
す
）

※�

相
談
内
容
等
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

※�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
。
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場

合
は
、
０
９
６-
３
６
４-

０
４
１
５
を
利
用
願

い
ま
す
。

○
畜
犬
登
録
手
数
料
（
生
涯
１
回
）

　

３
，
０
０
０
円

○
予
防
注
射
手
数
料
（
毎
年
１
回
）

　

３
，
０
０
０
円

○
日
程

　

・
５
月
22
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
午
前
10
時
30
分

　
　
　

上
色
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

　
　

午
前
11
時
～
午
前
11
時
30
分

　
　
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
色
見
支
所
跡

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　

芙
蓉
館
駐
車
場

　

・
５
月
23
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
午
前
10
時
20
分

　
　
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
河
原
支
所
跡

　
　

午
前
11
時
20
分
～
午
前
11
時
50
分

　
　
　

野
尻
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
１
時
20
分
～
午
後
１
時
50
分

　
　
　

草
部
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
２
時
50
分
～
午
後
３
時
10
分

　
　
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
草
部
北
部
支
所
跡

※�

対
象
と
な
る
畜
犬
に
つ
い
て
は
、
飼
養
者
に

注
射
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※�

時
間
の
ず
れ
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

訪
問
接
種
に
つ
い
て
は
、
往
診
料
と
し
て
１

頭
に
つ
き
別
途
２
，
０
０
０
円
を
徴
収
し
ま

す
。（
訪
問
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
５

月
21
日（
月
）
ま
で
に
保
健
福
祉
課
保
健
推
進

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係　

内
線
１
２
６

○�

対
象
者　

平
成
19
年
保
育
士
試
験
受
験
希
望

者
及
び
、
今
後
保
育
士
資
格
を
目
指
し
て
い

る
方

○��

受
付
期
間　

５
月
７
日（
月
）
～
18
日（
金
）

○�

開
催
日
時　

６
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）、
９

日（
土
）、
17
日（
日
）、
18
日（
月
）、
25
日（
月
）、

29
日（
金
）　

計
７
日
間

○�

講
習
科
目　

筆
記
試
験
科
目
９
科
目
、
実
技

試
験
科
目
３
科
目　

計
12
科
目

○�

会
場　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

「
研
修
ホ
ー
ル
」
（
熊
本
市
南
千
反
畑
町
３

番
７
号
）

○�

開
催
要
項
請
求
方
法　

受
講
資
料
（
開
催
要

項
）
希
望
者
は
、
長
形
３
号
の
返
信
用
封
筒

に
請
求
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
上
、
90
円
切
手
を
貼
付
し
、
「
保
育
士

試
験
準
備
講
習
会
要
項
請
求
」
と
朱
書
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

ま
た
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.fukushi-kum

am
oto.

or.jp

）
上
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
２
２-

８
０
７
７

保
育
士
試
験
準
備
講
習
会

　

５
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
、
春
の
行
政
相
談

週
間
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
に
、
公
正
な
第

三
者
の
立
場
か
ら
広
く
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
高
森
町
の

行
政
相
談
委
員
は
本
田
幸
則
さ
ん
（
高
森
・
上

在
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係　

内
線
１
１
３

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
17
年
４
月
１
日
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
第
８

回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○�

支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

春
の
行
政
相
談
週
間

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

高森町行政相談委員
本田　幸則さん

国民健康保険税第１期の納期限は５月31日（木）です。／高森町役場税務課

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

電
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
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公
私
混
同　

付
け
た
バ
ッ
ジ
が
泣
い
て
ま
す 

田
上
黙
公
子

草
萌
え
て　

脳
の
酸
素
も
入
れ
替
ゆ
う 

後
藤　

愛
子

ウ
ー
ン　

親
父
に
ゃ
苦
ァ
お
立
ち
酒 

岡
本　

琴
司

残
念
至
極　

ヘ
ソ
ク
リ
は
チ
リ
に
出
し
と
る 

上
井
加
根
女

誰
か
が
見
と
る　

監
視
カ
メ
ラ
も
つ
け
て
あ
る 

佐
藤
多
可
雄

草
萌
え
て　

老
人
会
も
ピ
ク
ニ
ッ
ク 

馬
原　

馬
笑

残
念
至
極　

相
続
税
に
追
い
出
さ
れ 

後
藤　

信
子

公
私
混
同　
「
釣
り
馬
鹿
日
誌
」
地
で
行
か
す 

桐
原　

白
酔

草
萌
え
て　

蝶
ち
ょ
う

々ち
ょ

と
踊
る
ラ
ン
ド
セ
ル 

渡
辺　

雲
海

騙
さ
れ
て　

夫
唱
婦
随
の
五
十
年 

松
山
キ
ヨ
子

残
念
至
極　

退
院
す
る
と
出
る
余
病 

林　
　

不
忘

公
私
混
同　

お
役
所
の
名
で
キ
ー
プ
さ
す 

佐
楢
見
乱
坊

草
萌
え
て　

肺
の
奥
ま
で
深
呼
吸 

森
川
そ
よ
子

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳　
　

句
（
野
尻
あ
け
び
句
会
）

二
歩
進
み
三
歩
下
が
り
て
桜は

な

や
っ
と 

甲
斐　

康
利

菜
の
花
に
話
し
掛
け
つ
ゝ
湯
屋
に
行
く 

甲
斐
し
ず
枝

満
開
の
桜
の
道
を
通
院
す 

甲
斐
し
ず
子

宇
土
桜
咲
き
満
ち
て
居
し
お
ち
付
き
し 

熊
谷　

つ
子

夕
桜
刻
々
変
わ
る
花
の
色 

野
尻　

里
女

囀
り
は
山
門
あ
た
り
寺
の
縁 

野
尻　

美
穂

歌
詠
み

●
●
皐
月

○�

対
象
と
な
る
ご
遺
族
（
次
の
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
）

　

１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

　

２
、
戦
没
者
な
ど
の
子

　

３�

、
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
が
あ
り
、
戦

没
者
な
ど
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
、

②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　

４�

、
右
の
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖

父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　

５�

、
右
の
１
～
４
以
外
の
遺
族
で
、
戦
没
者

な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
が
あ
っ
た
３
親
等
内
の
親
族

　

請
求
期
間
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
20
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
対
象
者
は
期
間
内
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係　

内
線
１
２
１

　

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
商
業
事
業
所
が
す
べ
て

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
に
お
け
る
流
通

産
業
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
調

査
の
項
目
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
経

営
組
織
、
年
間
商
品
販
売
額
等
で
す
。
お
答
え

い
た
だ
い
た
内
容
を
統
計
以
外
の
目
的
に
使
う

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
企
画
係　

内
線
２
１
２

　

平
成
18
年
度
日
本
財
団
福
祉
車
両
助
成
事
業

に
よ
り
、
梅
香
苑
に
車
両
１
台
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

車
両
は
車

椅
子
対
応

で
、
デ
イ
セ

ン
タ
ー
居
宅

介
護
サ
ー
ビ

ス
の
送
迎
な

ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

朋
遊
館
に
カ
ラ
オ
ケ
機
材
寄
贈

　

後
藤
勇
さ
ん
（
津
留
・
永
野
）
が
朋
遊
館
に

カ
ラ
オ
ケ
機
材
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
機
材
は
３
，
６
０
８
曲
を
収
録
。

風
呂
の
日
や
敬
老
会
な
ど
に
使
わ
れ
る
予
定
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
学
式　

昨
日
の
悪
の
は
れ
や
か
さ 

坂
本　

哲
美

入
学
式　

母
ち
ゃ
ん
し
た
く
ひ
ま
ん
い
る 

三
森
ミ
ツ
ヲ

心
当
た
り　

あ
す
こ
ん
娘
良
か
ば
い
た 

宇
藤　

千
年

心
当
た
り　

あ
ん
人
な
ら
ば
ま
ち
が
わ
ん 

吉
川　

文
子

肥
後
狂
句
　
（
梅
香
苑
句
会
）

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

日
本
財
団
福
祉
車
両
助
成
事
業

で
梅
香
苑
に
車
両
を
整
備

▲新しく導入された車両

▲寄贈されたカラオケ機材

公
私
混
同　

次
の
選
挙
で
鰯
曲
げ 

浦
塚　

南
天
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　メタボリックシンドロームとは、内臓のまわりに脂肪
がつく内臓脂肪型肥満の人が、高血糖、高血圧、高脂血
症のうち２つ以上をあわせ持っている状態のことです。
これらの危険因子が重なり合うことで、全くない人に比
べ心臓病の危険度は36倍にも上昇するといわれ、命に
関わる重大な病気を加速度的にまねく恐れがあります。

　内臓脂肪の蓄積でまねく高血圧

　高血圧とは、血管に圧力が高くかかり過ぎた状態です。
高い圧力が続くことで血管の壁を傷つけ硬くなり弾力が
なくなり動脈硬化をまねきます。血管は、私たちの生命
維持のために必要な栄養や酸素、酵素やホルモンを全身
の細胞に届け、老廃物を取り除く役割をする血液の通路
です。この大切な血管の障害は生命を脅かしてきます。
　内臓脂肪が増加することで、脂肪細胞からは血圧を上
げ動脈硬化を進める物質が分泌され、さらに拍車をかけ
ます。

　血圧の値は？

　血圧は常に変動するものです。日常生活の中の緊張や
ストレス、運動、睡眠、食事などから自律神経やホルモン、
血液の量、血管の質などの作用によりたえず変動します。
しかし、正常血圧130／ 85mmHgを超えると血管に
かかる負担が増えてきます。
　栄養や酸素、老廃物の受け渡しをしている毛細血管。
この血管内での受け渡しが可能な血流速度は誰でも一定
に調整されています。その調整機能をしているのが、太
さ0.2 ～ 0.5mm（シャープペンシルの太さ）の細動脈。
血圧が高い人は、この細動脈に過大な負担をかけ血管が

ふくらんだり、傷ついたりしてきます。特に脳の血管は、
構造上から最も影響を受けやすく脳卒中を起こしやすく
なります。

　血圧をコントロールするには？

○ 肥満のある人は体重をコントロールしましょう。
　ＢＭＩ【体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）】を 25以下に
保ちましょう。まずはＢＭＩ 25～ 30 の人は体重を
５％、30以上の人は体重を10％減らしましょう。
○塩分を控えましょう。
　塩分を摂り過ぎると、体液の濃度を一定にするため水
分が欲しくなります。すると血管を流れる血液の量が多
くなったり、血液の壁がふくらみ血圧は高くなります。
○野菜をたっぷり取りましょう。
　色の濃い野菜、薄い野菜あわせて１日400ｇが目安
です。
○運動を生活の中に取り入れましょう。
　軽く汗ばむ程度の軽い運動が目安です。

 ○作り方
　❶ ちりめんじゃことマヨネーズを和える。
　❷ 食パンに焼きのりをのせ、その上に❶をのせる。
　❸オーブントースターで 4～ 5分こんがりと焼く。

○材料（1人分）
ちりめんじゃこ大さじ
2、マヨネーズ大さじ
1、食パン 1枚、焼き
のり

大塚郁さんの作品Cooking

健康講座H e a l t h y  c o u r s e

メタボリックシンドロームと高血圧

すまいるフェスタ inたかもり　朝食メニューコンクール

「海の幸トースト」

家庭血圧の
正常基準

正常血圧ですが高めです。
生活習慣を改善しましょう。

直ちに生活習慣改善、
医師の指示による薬物
治療が必要です。

生活習慣の改善が必要です。１～３
か付き以内に再測定し、高ければ医
師の指示による薬物治療が必要です。
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
　瀬井　壽之　　白石二八男
　後藤　勝昭　　西脇　スズ
［一般寄付］
　高森保育園保護者会
　高森ドンキーズドッジボール
　ひまわり会
　高森町役場職員一同
●広報送料寄付（敬称略）
　古庄　智史（愛知県江南市）
　野尻　昭敏（愛知県豊田市）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

5月13日 馬 原 内 科 医 院 ℡ 62-0646

5月20日 立 野 病 院 ℡ 68-0111

5月27日 寺 崎 医 院 ℡ 62-0378

6月　3日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

6月10日 渡 辺 内 科 ℡ 67-1777

6月17日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

■5月13日～6月17日分

23 Public Information

おくやみ
もうし
あげます

2007年３月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

［ 住 所 ］
高 森・ 旭 通
高 森・ 旭 通
高 森・ 旭 通
高 森・ 下 町
上色見・西中原

［ 死 亡 者 ］
白石モゝエ
瀬井ハナエ
井芹　隆近
西脇　信造
楢木野ソエ

［年齢］
78
91
74
75
77

［ 御 遺 族 ］
白石二八男
瀬井　壽之
井芹ソヨ子
西脇　スズ
楢木野幸男

▲

ＤＭＶ（デュアル・モード・ビーグル）は、これまでにな
い運行形態からマスコミにも紹介され、すでに多くの人が「南
阿蘇鉄道がＤＭＶ導入を検討している」ということを知って
います。このことで少なからず南阿蘇鉄道ひいては南阿蘇の
知名度アップまたはＰＲにつながっています。ＤＭＶによる
南阿蘇の観光振興はもう始まっているのかもしれません。

平成１9年３月31日現在

の
人
口

人口／７，５３１人（－ 11）
男性／３，５７３人（－７）
女性／３，９５８人（－４）
世帯／２，７６６戸（＋１）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

５月16日～６月15日

●5月16日（水）
　高森温泉館休館日
●5月17日（木）
　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30
●5月18日（金）
　３か月児健診（高森総合センター）／13：00～16：00
●5月19日（土）
　高森中学校体育祭
　高森東小・中学校運動会
●5月20日（日）
　消防団新入団員訓練（阿蘇広域消防南部分署）
　／8：30～16：00
●5月22日（火）～5月23日（水）
　狂犬病予防接種／10：00～15：00
●5月24日（木）
　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30
●5月25日（金）
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00
　役場支払日
●5月31日（木）
　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30
●6月2日（土）
　阿蘇カルデラスーパーマラソン大会
●6月5日（火）
　役場支払日
●6月15日（金）
　役場支払日

お詫びと訂正
　広報たかもり 4月号の 14 ページ「自衛官募集相談員」
で、下記のとおり誤りがありましたのでお詫びして訂正
します。
　　栗焼ケサユさん（℡62-0574）

　　　→栗焼ケサユさん（℡65-0574）　　
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A public relations magazine

　４月22日（日）、「高森町長・高森町議会議員一般選挙」
が行われ、町長に現職の藤本正一氏、町議会議員に現職7
人、新人3人が当選しました。
　藤本正一町長は、25日（水）午前8時10分に当選後
初登庁。芹口誓彰収入役から花束を受け取り、町職員の出
迎えを受けました。その後、高森総合センターに移動し「職
員の皆さんを信頼し、手足となって働きたい。町が目指す
方向性を見失わなず、安心して職務に専念してほしい。高
齢者対策など福祉の充実には早急に取り組んでいく」と訓
示しました。
　なお、町長及び町議会議員のくわしい紹介は来月号でお
伝えします。

有 権 者 数　6,148 人 ・投票者数 5,439 人
無効投票数 67 票 ・投 票 率 88.47％

藤本町政、２期目スタート

4月 22日執行「高森町長一般選挙」結果

 2,890　藤本 正一（59）無所属・現職
 2,482　荒牧 弘幸（54）無所属・新人
当選

有 権 者 数　6,148 人 ・投票者数 5,439 人
無効投票数 124 票 ・投 票 率 88.47％

4月22日執行「高森町議会議員一般選挙」結果
535　甲斐 直三（65）無所属・現職
527　相馬 俊行（60）無所属・現職
451　田上 更生（56）無所属・新人
442　甲斐 正一（59）無所属・現職
403　後藤 英範（72）無所属・現職
394　三森 義高（60）無所属・現職
389　甲斐 廣國（64）無所属・現職
358　森田 　勝（54）無所属・新人
333　後藤 和昭（67）無所属・現職
322　立山 広滋（48）無所属・新人
311　山村 將護（56）無所属・現職
296　佐伯 金也（48）無所属・現職
293　野中 謙三（51）無所属・現職
258　本田 生一（55）無所属・現職
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※按分票の小数点以下は省略


